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 欠損歯のない咬頭嵌合位の安定する成人 8名（25.5±1.6歳：男性 5名，
女性 3 名）を被験者とし，光学印象法においては，3M True Definition 
scanner（3M ESPE, Seefeld, Germany，以下 TDS），TRIOS scanner 3（3Shape, 
Copenhagen, Denmark，以下 TR3）の 2 機種を用いて右下 1/4 顎歯列，右
上 1/4顎歯列，顎間関係記録の順に 1人の被験者に対して 4 回スキャンを
繰り返すことで Stereolithography（STL）データを各条件下において 4
セット取得した.従来法においては，シリコーン印象材を用いて上下顎全
歯列（以下 FA），並びに右上下顎 1/4 歯列（以下 QA）の印象採得を行った．
これらの印象から作業用模型を製作し，顎間関係記録材料を参照してハン
 ドアーティキュレーションにて顎間関係の再現を行い，歯科用三次元スキ
ャナーを用いて右下 1/4顎歯列，右上 1/4 顎歯列，顎間関係記録の順にス
キャンを行った．これらの一連の手順を FA，QA 各条件下において一連の









 形態差分の平均値は“TDS”は 25.6±12.0µm，“TR3”は 30.8±7.0µm，
“FA”は 153.8±58.7µm，“QA ”は 128.4±32.5µm となり，一元配置分散
分析の結果，印象方法が形態差分値に及ぼす影響の効果は有意であった
（F=24.0，p<0.001）．さらに，Tukey の多重比較検定の結果，デジタル印
象法“TDS”，“TR3”と，従来法“FA”，“QA”との間に有意な差を認め，従
来法と比較してデジタル印象法は precision が優れる結果となった．また，
デジタル印象法“TDS”“TR3 ”間，および従来法“FA”“QA”間では有意
な差は認められず，各々同水準であることが示された． 
以上の結果より，口腔内スキャナーを用いた光学印象法は，石膏模型とデ
スクトップスキャナーを利用した従来法と比較して優位に顎間関係の再
現精度が優れる結果となり，光学印象法は従来法と比較して，材料因子や
生体因子に起因する影響を受けにくく，顎間関係再現の精度に優れる可能
性が示唆された． 
